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度
津
神
社
略
記

は

も

ち

い

い

お

か

鎮
座
地

‥
佐
渡
市
羽
茂
飯
岡
五
五
〇
―
四

こ
く

へ
い
し
ょ
う
し
や

旧
社
格
‥
国
幣
小
社

つ
ま

つ

ひ

め

の

み

こ

と

択

津

姫

命

延
喜
式
神
名
帳

（九
二
七
）
の
佐
渡
国
の
部
に
度
津
神
社
他
人
社
の
名
が
載

っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
格
式

の
あ
る
神
社
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
九
社
の
う
ち
、
第

一
の
官
と
し
て

『
一
ノ
官
』
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
つ
た
。
初
め
の
鎮
座
地
は
現
在
地
よ
り
や
ゝ
川
下
に
あ
つ
た
が

（別
当
屋
敷
の
地
名
の
残
っ
て
い
る

処
か
）
文
明
二
年
六
月

（
一
匹
七
〇
）、
羽
茂
川
の
大
洪
水
に
よ
り
社
殿
並
び
に
別
当
坊
、
古
文
書
等

悉

く

流
失
し
た
た
め
、
創
立
年
代
等

詳
ら
か
で
な
い
。

そ
の
後
飯
岡
村
に
あ
る
人
幡
宮
に
合
せ
祀
っ
た
が
、
や
が
て
現
在
の
地
に
新
し
く
社
殿
が
建
立
さ
れ
る
と
、

人
幡
官
は
相
殿
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
世
俗

一
般
に
、　
一
ノ
官
人
幡
官
と
呼
ば
れ
、
人
幡
官
の
行
事

で
あ
る
流
鏑
馬
も
度
津
神
社
の
例
祭
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
新
た
に
新
倉
山
弘
仁
寺
の
管
理

す
る
所
と
な
り
従
来
の
別
当
坊
を
廃
し
て
神
宮
寺
を
開
基
し
て
、
そ
の
別
当
に
よ
り
、
以
後
明
治
維
新
に
至

る
ま
で
神
仏
混
清
の
時
代
が
続
い
た
。

明
治
に
至
り
神
仏
分
離
と
な
り
明
治
四
年
二
月
十
四
日
、
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
た
。
そ
の
折
、
人
幡
官
を
合
祀

し
て
お
く
事
が
出
来
ず
、
同
六
年
人
月
本
社
の
傍
に
社
殿
を
新
築
し
て
遷
座
し
摂
社
と
定
め
ら
れ
た
が
、
同

十
年
二
月
摂
社
の
称
を
も
廃
せ
ら
れ
末
社
と
称
し
現
在
に
至
る
。

一
、
御
祭
神
の
御
事
歴

御
祭
神
五
十
猛
命
は
理
詔
蝦
駈
の
仕
も
私
で
、
釜
震
甦
鷹
規
従
補
の
統
雰
械
で
、
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
初

め
天
降
り
ま
す
時
、
父
神
と
共
に
樹
木
の
種
子
を
持

っ
て
韓
国
に
お
渡
り
に
な
ら
れ
た
が
、
韓
国
に
植
え
尽

さ
ず
、
日
本
に
持
ち
帰
り
、
筑
紫
よ
り
始
め
て
全
国
到
る
処
に
植
林
を
普
及
さ
れ
た
。
そ
の
御
神
功
に
よ
り
有
功

の
神
と
も
称
さ
れ
、
又
妹
神
の
大
屋
津
姫
命
、
択
津
姫
命
と
共
に
植
林
を
広
め
、
そ
の
木
材
に
よ
る
家
屋
、

舟
、
車
等
の
建
築
、
工
業
の
技
術
を
も
盛
ん
に
し
た
御
功
徳
に
よ
つ
て
、
ま
た
の
名
を
大
屋
彦
命
と
も
申
し

上
げ
て
い
る
。
又
五
十
猛
命
と
申
上
げ
る
の
は
、
御
父
神
、
素
壺
鳴
尊
の
御
勇
武
の
血
筋
を
受
け
継
が
れ
、

御
勇
猛
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
事
に
よ
る
も
の
で
す
。
又
御
父
神
と
共
に
諸
国
の
開
拓
に
赴

か
れ
、
且
つ
御
手
づ

か
ら
造
船
に
も
関
わ
ら
れ
航
海
の
術
に
も
秀
で
ら
れ
た
の
で
、
御
社
号
を
度
津
神
社
と
た
た
え
て
お
り
ま
す
。
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前
述
の
植
林
と
共
に
道
を
開
き
車
の
普
及
に
当
ら
れ
ま
し
た
御
神
徳
に
よ
り
、
現
在
は
陸
上
、
海
上
の
交
通

安
全
の
守
護
神
と
全
島
よ
り
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
御
社
殿
の
建
立

ご

ほ

ん

で

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ
い
で
ん

現
在
の
御
本
殿
は
宝
永
六
年
六
月

（
一
七
〇
九
）
に
再
興
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
本
殿
覆
屋
、
幣
殿
、
拝

殿
、
末
社
等
は
昭
和
六
年
、
宮
司
と
し
て
任
命
さ
れ
た
金
原
源
太
夫
の
大
造
営
事
業
の
推
進
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
彼
は
そ
の
激
職
務
の
た
め
完
成
半
ば
に
し
て
、
同
十
年
惜
し
く
も
病
に
斃
れ
た
が
、
同
十
二
年
に

台
湾
産
の
総
檜

材
を
以
て
御
造
営
は
完
結
さ
れ
た
。

現
存
す
る
最
古
の
棟
札
と
し
て
は
、
正
和
二
年
六
月
十
二
日

（
一
三

一
三
）
と
、
永
正
十
年

（
一
五

一
三
）

の
二
枚
が
あ
る
。
（各
れ
も
旧
羽
茂
町
文
化
財
指
定
で
あ
る
）

一
、

末

社

境
内
末
社
　
人
幡
官
…
祭
神
　
巻
口
田
別
尊

（合
祀
　
妹
背
山
神
官
…
祭
神

豊
豆
受
大
神
、
稲
荷
神
社

‥
祭

神

宇
迦
之
御
魂
神
）

境
外
末
社
　
事
比
羅
神
社

（神

領

妹
背
山
の
中
腹
に
鎮
座
）
…
祭
神
　
大

物

主

命

一
、
祭
日
並
び
に
祈
願

・
祈
祷
日

一万
　
　
旦
　
　
祭
　
　
毎
年

一
月

一
日

祈

年

察

二
月

交
通
安
全
祈
願
祭
　
　
四
月

例
　
　
大
　
　
祭
　
　
四
月

坤
鰍
敵
歴
祈
願
祭
　
　
四
月

夏

越

の

大

祓

　

エハ
月

二

十

日

秋
季
祭

（
乙
祭
）
　

九

月

十

五

日

新

嘗

祭

並
び
に

十

一
月
二
十
三
日

崇

敬

者

大

祭

大

　
　
　
　
祓
　
　
十
二
月
二
十

一
日

一十
三
日

一十

一
日

一十
三
日

二
十
四
日

交
通
安
全
祈
祷

厄
除
瀾
運
祈
願

眩
動
録
恥
祈
願

心
願
成
就
祈
祷

神

前

結

婚

式

初
　
官
　
詣

入
学

勧

学

祭

七

五

三

詣

随
時
毎
日

随
時
毎
日

随
時
毎
日

随
時
毎
日

随
時
毎
日

随
時
毎
日

二
月
～
四
月
上
旬
随
時

十
月
～
十

一
月
随
時



一
、
神
　
　
域

羽
茂
川
の
清
流
を
前
に
臨
み
、
妹
背
の
翠
轡
を
左
に
仰
ぎ
、
老
杉
古
松
を
被
覆
と
な
し
、
自
ら
な
る
神
境

を
な
し
て
い
る
。
妹
背
山
は
満
山
桜
と
楓
、
春
は
万
柔
の
桜
妍
を
競
い
、
夏
は
時

鳥
の
声
峡

間
に

初

し
、

羽
茂
川
の
清
流
に
銀
鱗
の
鮎
躍
り
、
秋
は
紅
業
、
錦

繍
を
織
り
な
し
て
清
瀾
に
映
え
、
冬
は
神
域
を
蔽
ふ

清
雪
俗

腸
を
洗
う
に
足
り
、
四
季
の
眺
め
尽
き
せ
ぬ
処
、
真
に
佐
渡
随

一
の
名
勝
こ
そ
、
佐
渡

一
ノ
宮
度
津

神
社
の
神
域
で
あ
る
。

一
、
特
殊
神
事

０
　
神
鏑
馬
式

（普
通
に
ヤ
ブ
サ
メ
は
流
鏑
馬
と
書
く
が
、
神
社
の
記
録
に
神
鏑
馬
と
あ
る
の
で

，）れ
に
従
う
。）

末
社
人
幡
宮
例
祭
に
奉
仕
す
る
。

こ
の
式
は
羽
茂
城
主
本
間
地
頭
の
奉
納
に
よ
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
当
初
は
、
武
者
に
よ
る
勇
壮
な
武
技
と
し
て
奉

納
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
子
供
に
よ
つ
て
古
式
豊
に
行
わ
れ
る
様
に
な
つ
た
。
当
日
授
与
す
る

破
魔
矢
は
除
災
防
火
の
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

②

復

難

妹
背
神
楽
は

一
名

岩
戸
神
楽
又
は
大
神
楽
と
も
い
わ
れ
、
通
称

「
つ
ぶ
ろ
さ
し
」
と
言
う
。
猿
田
彦
の
舞

に
始
ま
り
、
「
つ
ぶ
ろ
さ
し
」
と
獅
子
舞
と
の
二
部
か
ら
な
る
舞
楽
で
あ
る
。
四
百
年
以
上
前
に
羽
茂
郷
を
治

め
て
い
た
地
頭
本
間
氏
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
当
神
社
に

「
つ
ぶ
ろ
」
の
舞
い
が
あ
る
の
は
当
を
得
て
い
る
。

「
つ
ぶ
ろ
」
と
は
古
い
時
代
の
種
物
入
れ
で
、
夕
顔

（ウ
リ
科
植
物
の
果
実
、
乾
か
し
て
中
を
く
り
ぬ
い
た

器

）

の
こ
と
で
あ
る
。
転
じ
て
種
の
入

っ
て
い
る
も
の
、
そ
し
て
こ
の
地
方
の
方
言
で
、
偉
大
な
る
男
子
の
性
器

を
意
味
す
る
様
に
な

つ
た
。
「さ
し
」
は

「さ
す
り
」
だ
と
の
説
も
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
Ξ

粒

万
倍
」
の

豊
作
祈
願
の
本
納
芸
で
、
そ
の
他
に

「繁
殖
繁
栄
」
の
祈
り
を
も
兼
ね
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

舞
の
構
成
は
、

舞
　
人
　
　
つ
ぶ
ろ
さ
し

（男
　
舞
）
　
　
　
　
　
面
を

つ
け
男
根
を
持

つ

さ
ゝ
ら
す
り

（女
　
舞
）
　
　
　
　
　
面
を

つ
け
竹
を
割

っ
て
作

つ
た
さ
ゝ
ら
を
持

つ

銭
　
太
　
鼓

（女
　
舞
）
　
　
　
　
　
覆
面
、
銭
太
鼓
を
持

つ

獅
　
　
　
子

（二
人
舞
）
　
　
　
　
　
一
匹
の
獅
子

此
の
舞
に
つ
い
て
明
説
は
な
い
が
、
木
製
の
男
根
を

操

り
若
き
生
命
力
あ
ふ
れ
る
偉
丈
夫
を
中
心
に
、
「さ
さ
ら
」

を
摩
つ
て
相
手
の
注
意
を
引
こ
う
と
す
る
身
の
か
弱
い
し
お
ら
し
い
美
女
と
、
顔
面
を
布
で
包
み
銭
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
、

肉
体
美
と
富
と
を
見
せ
び
ら
か
そ
う
と
す
る
醜

女

（不
美
人
）
と
の
二
者
が
、　
恰

も
三
角
関
係
の
争
い
の
如
く
互

に
舞
い
す
が
り
、
は
じ
き
合
う
原
始
的
な
舞
い

，
あ
る
。
こ
の
中

介
獅
子
が
現
れ
珍
妙
な
楽
奏
で
舞
う
。
又
そ
こ
へ
、

神
主
が
出
て
、
「お
さ
き
は
伊
勢
神
明
天
照
皇
大
神
宮
お
あ
と
は
、
ベ
ズ
リ
ベ
ズ
リ
弁
財
天
の
ご
開
帳
」
と
祝
詞
を

あ
げ
、
「は
ん
や
、
お
獅
子
が
起
き
ま
す
」
と
言
う
と
、
獅
子
は
起
き
て
退
き
、
再
び
三
者
の
急
テ
ン
ポ
な
乱
交
舞
踊

と
な
る
。

又
こ
れ
は
、
容
姿
端
艶
な
木
花
咲
耶
比
売
と
、
健
康
そ
の
も
の
で
あ
る
が
醜
い
磐
長
比
売
　
一
一神
の
天
孫
降

臨
に

ま

つ
わ
る
神
話
に
依
る
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

◎
境
内
に
は
県
博
物
館
認
定
登
録
さ
れ
た
佐
渡
市
立
佐
渡
植
物
園
が
併
設
し
て
あ
り
、
島
民
が
選
ん
だ
佐
渡

百
選
の
一
つ
と
し
て
本
神
社
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
又
近
く
に
は
、
羽
茂
児
童
遊
園
、
地
元
の
生
ん
だ
歌

人
藤
川
忠
治
の
歌
碑
、
尾
崎
紅
葉
の
句
碑
も
見
ら
れ
る
。
ク
ワ
テ
ル
メ
佐
渡

（温
泉
施
設
）、
ボ
ア
ー
ル
妹

背

（佐
渡
牛
の
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
）
、
ウ
ッ
ド
パ
レ
ス
妹
背

（宿
泊
施
設
）
な
ど
が
有
る
。

〒
九
五
二
―
〇
五
〇
三

発
行
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新
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―
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